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(57)【要約】

【課題】　製造コストの高騰及び設計の自由度の低下を

来たすことなく鳴きの発生を抑制する。

【解決手段】　複数の誘電体層と複数の内部電極とが交

互に積層された素体の両端部に内部電極が接続された一

対の外部電極が設けられた積層セラミックコンデンサー

と、絶縁基板と絶縁基板上に銅箔によって形成され積層

セラミックコンデンサーの一対の外部電極がそれぞれ接

続される一対のランドとを有する配線板とを設け、配線

板における一対のランド間に積層セラミックコンデンサ

ーの素体と配線板の接触を抑制する接触抑制部を設けた

。

　これにより接触抑制部によって積層セラミックコンデ

ンサーの素体と配線板の間に隙間が形成され、製造コス

トの高騰及び設計の自由度の低下を来たすことなく鳴き

の発生を抑制することができる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

複 数 の 誘 電 体 層 と 複 数 の 内 部 電 極 と が 交 互 に 積 層 さ れ た 素 体 の 両 端 部 に 前 記 内 部 電 極 が 接

続 さ れ た 一 対 の 外 部 電 極 が 設 け ら れ た 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー と 、

　 絶 縁 基 板 と 前 記 絶 縁 基 板 上 に 銅 箔 に よ っ て 形 成 さ れ 前 記 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー の

一 対 の 外 部 電 極 が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 一 対 の ラ ン ド と を 有 す る 配 線 板 と を 備 え 、

　 前 記 配 線 板 に お け る 前 記 一 対 の ラ ン ド 間 に 前 記 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー の 素 体 と 前

記 配 線 板 の 接 触 を 抑 制 す る 接 触 抑 制 部 を 設 け た

　 回 路 基 板 。

【 請 求 項 ２ 】

前 記 接 触 抑 制 部 と し て 、 前 記 絶 縁 基 板 上 に シ ル ク 印 刷 部 を 設 け た

　 請 求 項 １ に 記 載 の 回 路 基 板 。

【 請 求 項 ３ 】

前 記 シ ル ク 印 刷 部 を 前 記 一 対 の ラ ン ド の 並 び 方 向 に 離 隔 し て 二 つ 設 け た

　 請 求 項 ２ に 記 載 の 回 路 基 板 。

【 請 求 項 ４ 】

前 記 接 触 抑 制 部 と し て 、 前 記 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー の 素 体 と 前 記 絶 縁 基 板 の 間 の 前

記 銅 箔 を エ ッ チ ン グ に よ っ て 除 去 す る こ と に よ り 離 隔 空 間 を 形 成 し た

　 請 求 項 １ に 記 載 の 回 路 基 板 。

【 請 求 項 ５ 】

前 記 接 触 抑 制 部 と し て 、 前 記 絶 縁 基 板 上 に 設 け た シ ル ク 印 刷 部 と 、 前 記 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ

ン デ ン サ ー の 素 体 と 前 記 絶 縁 基 板 の 間 の 前 記 銅 箔 を エ ッ チ ン グ に よ っ て 除 去 す る こ と に よ

り 離 隔 空 間 と を 形 成 し た

　 請 求 項 １ に 記 載 の 回 路 基 板 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 技 術 は 回 路 基 板 に つ い て の 技 術 分 野 に 関 す る 。 詳 し く は 、 配 線 板 に お け る 一 対 の ラ ン

ド 間 に 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー の 素 体 と 配 線 板 の 接 触 を 抑 制 す る 接 触 抑 制 部 を 設 け て

製 造 コ ス ト の 高 騰 及 び 設 計 の 自 由 度 の 低 下 を 来 た す こ と な く 鳴 き の 発 生 を 抑 制 す る 技 術 分

野 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 テ レ ビ ジ ョ ン 受 像 器 や パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ー や 音 響 機 器 等 の 各 種 の 電 子 機 器 に は 、

内 部 に 回 路 基 板 が 配 置 さ れ て い る 。 回 路 基 板 に は 、 例 え ば 、 絶 縁 基 板 上 に 銅 箔 に よ っ て 回

路 パ タ ー ン が 形 成 さ れ た 配 線 板 と 配 線 板 の 回 路 パ タ ー ン 上 に 実 装 さ れ た 複 数 の 電 子 部 品 と

を 有 し て い る も の が あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 こ の よ う な 回 路 基 板 に は 電 子 部 品 と し て 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー が 設 け ら れ た も の

が あ る 。 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー は 複 数 の 誘 電 体 層 と 複 数 の 内 部 電 極 と が 交 互 に 積 層

さ れ た 素 体 の 両 端 部 に 内 部 電 極 が 接 続 さ れ た 一 対 の 外 部 電 極 が 設 け ら れ 、 一 対 の 外 部 電 極

が 回 路 パ タ ー ン の 一 対 の ラ ン ド に 半 田 等 に よ っ て 接 続 さ れ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー は 所 定 の 大 き さ の 電 圧 が 印 加 さ れ る こ と に よ り 動 作 さ れ る

が 、 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー に 電 圧 が 印 加 さ れ る と 、 電 圧 の 印 加 に 伴 う 電 歪 効 果 に よ

り 誘 電 体 に 機 械 的 な 歪 み が 発 生 し て 振 動 し 、 こ の 振 動 が 配 線 板 に 伝 達 さ れ て 可 聴 域 の 音 に

変 換 さ れ 所 謂 鳴 き が 発 生 す る こ と が 知 ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 鳴 き の 発 生 は 電 子 機 器 の 使 用 者 に 違 和 感 を 与 え る と 共 に 不 快 感 を 感 じ さ せ 、 特 に 、 音 響

機 器 に お い て は ノ イ ズ に な っ て し ま う 場 合 が あ る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】

　 従 来 の 回 路 基 板 に は 、 上 記 し た 鳴 き の 発 生 を 抑 制 す る た め の 各 種 の 手 段 が 講 じ ら れ た も

の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 乃 至 特 許 文 献 １ ０ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 回 路 基 板 に あ っ て は 、 鳴 き の 発 生 を 抑 制 す る た め に 、 積 層 セ ラ

ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー を 配 線 板 の 表 面 か ら 浮 か す た め に Ｌ 字 状 の 金 属 端 子 を 積 層 セ ラ ミ ッ ク

コ ン デ ン サ ー の 両 端 部 に 接 合 し て い る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た 回 路 基 板 に あ っ て は 、 鳴 き の 発 生 を 抑 制 す る た め に 、 配 線 板 と

積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー の 間 に 絶 縁 基 板 を 挿 入 し て い る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 特 許 文 献 ３ 乃 至 特 許 文 献 ６ に 記 載 さ れ た 回 路 基 板 に あ っ て は 、 鳴 き の 発 生 を 抑 制 す る た

め に 、 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー の 層 構 造 を 変 更 し て い る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 特 許 文 献 ７ に 記 載 さ れ た 回 路 基 板 に あ っ て は 、 鳴 き の 発 生 を 抑 制 す る た め に 、 外 部 電 極

に 突 起 部 を 設 け 突 起 部 を Ｌ 字 状 の 金 具 に 半 田 付 け し て い る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 特 許 文 献 ８ に 記 載 さ れ た 回 路 基 板 に あ っ て は 、 鳴 き の 発 生 を 抑 制 す る た め に 、 積 層 セ ラ

ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー の 中 央 部 に 突 部 を 設 け 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー と 配 線 板 の 間 に 隙

間 を 形 成 し て い る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 特 許 文 献 ９ に 記 載 さ れ た 回 路 基 板 に あ っ て は 、 鳴 き の 発 生 を 抑 制 す る た め に 、 複 数 の 積

層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー を 鳴 き を キ ャ ン セ ル す る よ う に 配 置 し て い る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 特 許 文 献 １ ０ に 記 載 さ れ た 回 路 基 板 に あ っ て は 、 鳴 き の 発 生 を 抑 制 す る た め に 、 内 部 電

極 が 配 線 板 の 実 装 面 に 対 し て 平 行 に な る よ う に 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー を 実 装 し て い

る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ０ － １ ８ ６ ８ ８ ４ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ １ ０ － １ ６ １ １ ７ ２ 号 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ９ － ７ １ １ ０ ６ 号 公 報

【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ９ － ２ ７ １ ０ １ 号 公 報

【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 ２ ０ ０ ６ － １ ９ ９ ５ ６ ３ 号 公 報

【 特 許 文 献 ６ 】 特 開 ２ ０ ０ ７ － ５ ３ ０ ９ ２ ５ 号 公 報

【 特 許 文 献 ７ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ３ ５ ９ ３ １ 号 公 報

【 特 許 文 献 ８ 】 特 開 平 １ １ － ４ ０ ４ ５ ６ 号 公 報

【 特 許 文 献 ９ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ３ ２ １ １ ０ 号 公 報

【 特 許 文 献 １ ０ 】 特 開 ２ ０ １ １ － １ ０ ８ ８ ２ ７ 号 公 報

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 と こ ろ が 、 特 許 文 献 １ 乃 至 特 許 文 献 ８ に 記 載 さ れ た 回 路 基 板 に あ っ て は 、 積 層 セ ラ ミ ッ

ク コ ン デ ン サ ー の 加 工 や 構 造 の 変 更 が 必 要 で あ り 、 材 料 費 や 加 工 費 が 高 く な り 製 造 コ ス ト

が 高 騰 す る と 言 う 問 題 が あ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 ま た 、 特 許 文 献 ９ 及 び 特 許 文 献 １ ０ に 記 載 さ れ た 回 路 基 板 に あ っ て は 、 積 層 セ ラ ミ ッ ク

コ ン デ ン サ ー の 配 線 板 に 対 す る 実 装 位 置 が 制 限 さ れ 、 回 路 基 板 の 設 計 の 自 由 度 が 低 下 す る

と 言 う 問 題 が あ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 そ こ で 、 本 技 術 回 路 基 板 は 、 上 記 し た 問 題 点 を 克 服 し 、 製 造 コ ス ト の 高 騰 及 び 設 計 の 自
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由 度 の 低 下 を 来 た す こ と な く 鳴 き の 発 生 を 抑 制 す る こ と を 課 題 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ８ 】

　 第 １ に 、 回 路 基 板 は 、 上 記 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 、 複 数 の 誘 電 体 層 と 複 数 の 内 部 電

極 と が 交 互 に 積 層 さ れ た 素 体 の 両 端 部 に 前 記 内 部 電 極 が 接 続 さ れ た 一 対 の 外 部 電 極 が 設 け

ら れ た 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー と 、 絶 縁 基 板 と 前 記 絶 縁 基 板 上 に 銅 箔 に よ っ て 形 成 さ

れ 前 記 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー の 一 対 の 外 部 電 極 が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 一 対 の ラ ン ド

と を 有 す る 配 線 板 と を 備 え 、 前 記 配 線 板 に お け る 前 記 一 対 の ラ ン ド 間 に 前 記 積 層 セ ラ ミ ッ

ク コ ン デ ン サ ー の 素 体 と 前 記 配 線 板 の 接 触 を 抑 制 す る 接 触 抑 制 部 を 設 け た も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 従 っ て 、 回 路 基 板 に あ っ て は 、 接 触 抑 制 部 に よ っ て 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー の 素 体

と 配 線 板 の 間 に 隙 間 が 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 第 ２ に 、 上 記 し た 回 路 基 板 に お い て は 、 前 記 接 触 抑 制 部 と し て 、 前 記 絶 縁 基 板 上 に シ ル

ク 印 刷 部 を 設 け る こ と が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 接 触 抑 制 部 と し て 、 絶 縁 基 板 上 に シ ル ク 印 刷 部 を 設 け る こ と に よ り 、 回 路 基 板 に 対 す る

各 種 の 表 示 等 を 目 的 と し た 同 じ 製 造 工 程 に お い て シ ル ク 印 刷 部 を 設 け る こ と が 可 能 に な る

。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 第 ３ に 、 上 記 し た 回 路 基 板 に お い て は 、 前 記 シ ル ク 印 刷 部 を 前 記 一 対 の ラ ン ド の 並 び 方

向 に 離 隔 し て 二 つ 設 け る こ と が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 シ ル ク 印 刷 部 を 一 対 の ラ ン ド の 並 び 方 向 に 離 隔 し て 二 つ 設 け る こ と に よ り 、 二 つ の シ ル

ク 印 刷 部 に 載 置 さ れ た 状 態 で 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー の 一 対 の 外 部 電 極 が 一 対 の ラ ン

ド に 接 合 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 第 ４ に 、 上 記 し た 回 路 基 板 に お い て は 、 前 記 接 触 抑 制 部 と し て 、 前 記 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ

ン デ ン サ ー の 素 体 と 前 記 絶 縁 基 板 の 間 の 前 記 銅 箔 を エ ッ チ ン グ に よ っ て 除 去 す る こ と に よ

り 離 隔 空 間 を 形 成 す る こ と が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 接 触 抑 制 部 と し て 、 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー の 素 体 と 絶 縁 基 板 の 間 の 銅 箔 を エ ッ チ

ン グ に よ っ て 除 去 す る こ と に よ り 離 隔 空 間 を 形 成 す る こ と に よ り 、 離 隔 空 間 に よ っ て 積 層

セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー と 配 線 板 の 接 触 が 抑 制 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 第 ５ に 、 上 記 し た 回 路 基 板 に お い て は 、 前 記 接 触 抑 制 部 と し て 、 前 記 絶 縁 基 板 上 に 設 け

た シ ル ク 印 刷 部 と 、 前 記 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー の 素 体 と 前 記 絶 縁 基 板 の 間 の 前 記 銅

箔 を エ ッ チ ン グ に よ っ て 除 去 す る こ と に よ り 離 隔 空 間 と を 形 成 す る こ と が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 接 触 抑 制 部 と し て 、 絶 縁 基 板 上 に 設 け た シ ル ク 印 刷 部 と 、 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー

の 素 体 と 絶 縁 基 板 の 間 の 銅 箔 を エ ッ チ ン グ に よ っ て 除 去 す る こ と に よ り 離 隔 空 間 と を 形 成

す る こ と に よ り 、 シ ル ク 印 刷 部 と 離 隔 空 間 に よ っ て 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー と 配 線 板

の 接 触 が 抑 制 さ れ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 本 技 術 回 路 基 板 は 、 複 数 の 誘 電 体 層 と 複 数 の 内 部 電 極 と が 交 互 に 積 層 さ れ た 素 体 の 両 端

部 に 前 記 内 部 電 極 が 接 続 さ れ た 一 対 の 外 部 電 極 が 設 け ら れ た 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー

と 、 絶 縁 基 板 と 前 記 絶 縁 基 板 上 に 銅 箔 に よ っ て 形 成 さ れ 前 記 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー

の 一 対 の 外 部 電 極 が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 一 対 の ラ ン ド と を 有 す る 配 線 板 と を 備 え 、 前 記 配

線 板 に お け る 前 記 一 対 の ラ ン ド 間 に 前 記 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー の 素 体 と 前 記 配 線 板
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の 接 触 を 抑 制 す る 接 触 抑 制 部 を 設 け て い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 従 っ て 、 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー の 加 工 や 構 造 の 変 更 を 必 要 と せ ず 積 層 セ ラ ミ ッ ク

コ ン デ ン サ ー の 配 線 板 に 対 す る 実 装 位 置 も 制 約 さ れ な い た め 、 製 造 コ ス ト の 高 騰 及 び 設 計

の 自 由 度 の 低 下 を 来 た す こ と な く 鳴 き の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 請 求 項 ２ に 記 載 し た 技 術 に あ っ て は 、 前 記 接 触 抑 制 部 と し て 、 前 記 絶 縁 基 板 上 に シ ル ク

印 刷 部 を 設 け て い る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 従 っ て 、 回 路 基 板 に 対 す る 各 種 の 表 示 等 を 目 的 と し た 同 じ 製 造 工 程 に お い て シ ル ク 印 刷

部 を 設 け る こ と が で き 、 製 造 工 程 の 追 加 を 必 要 と せ ず 、 そ の 分 、 製 造 コ ス ト の 高 騰 や 製 造

時 間 の 増 大 を 来 た す こ と な く 鳴 き の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 請 求 項 ３ に 記 載 し た 技 術 に あ っ て は 、 前 記 シ ル ク 印 刷 部 を 前 記 一 対 の ラ ン ド の 並 び 方 向

に 離 隔 し て 二 つ 設 け て い る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 従 っ て 、 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー を 配 線 板 に 対 し て 安 定 し た 状 態 で 実 装 す る こ と が

で き る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 請 求 項 ４ に 記 載 し た 技 術 に あ っ て は 、 前 記 接 触 抑 制 部 と し て 、 前 記 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン

デ ン サ ー の 素 体 と 前 記 絶 縁 基 板 の 間 の 前 記 銅 箔 を エ ッ チ ン グ に よ っ て 除 去 す る こ と に よ り

離 隔 空 間 を 形 成 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 従 っ て 、 製 造 コ ス ト の 高 騰 及 び 設 計 の 自 由 度 の 低 下 を 来 た す こ と な く 鳴 き の 発 生 を 抑 制

す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 請 求 項 ５ に 記 載 し た 技 術 に あ っ て は 、 前 記 接 触 抑 制 部 と し て 、 前 記 絶 縁 基 板 上 に 設 け た

シ ル ク 印 刷 部 と 、 前 記 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー の 素 体 と 前 記 絶 縁 基 板 の 間 の 前 記 銅 箔

を エ ッ チ ン グ に よ っ て 除 去 す る こ と に よ り 離 隔 空 間 と を 形 成 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 従 っ て 、 製 造 コ ス ト の 高 騰 及 び 設 計 の 自 由 度 の 低 下 を 来 た す こ と な く 鳴 き の 発 生 を 抑 制

す る こ と が で き る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 以 下 に 、 本 技 術 回 路 基 板 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 添 付 図 面 に 従 っ て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 ［ 回 路 基 板 の 構 成 ］

　 回 路 基 板 １ は 、 配 線 板 （ 実 装 基 板 ） ２ と 配 線 板 ２ 上 に 実 装 さ れ た 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ

ン サ ー ３ と を 有 し て い る （ 図 １ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 配 線 板 ２ は 絶 縁 基 板 ４ 上 に 所 定 の 回 路 パ タ ー ン ５ が 形 成 さ れ 、 回 路 パ タ ー ン ５ に は 積 層

セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー ３ が 接 合 さ れ る 一 対 の ラ ン ド ５ ａ 、 ５ ａ が 形 成 さ れ て い る （ 図 １

及 び 図 ２ 参 照 ） 。 回 路 パ タ ー ン ５ は 厚 さ が ２ ０ μ ｍ ～ ３ ０ μ ｍ 程 度 の 銅 箔 に よ っ て 形 成 さ

れ て い る 。 ラ ン ド ５ ａ 、 ５ ａ は 、 例 え ば 、 長 方 形 状 に 形 成 さ れ 、 並 び 方 向 に 直 交 す る 方 向

が 長 手 方 向 に さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 絶 縁 基 板 ４ と し て は 、 例 え ば 、 ガ ラ ス エ ポ キ シ 基 板 、 紙 フ ェ ノ ー ル 基 板 、 紙 エ ポ キ シ 基

板 、 ガ ラ ス コ ン ポ ジ ッ ト 基 板 等 が 用 い ら れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 配 線 板 ２ に は ラ ン ド ５ ａ 、 ５ ａ の 間 に シ ル ク ス ク リ ー ン 印 刷 に よ っ て 形 成 さ れ た 二 つ の
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シ ル ク 印 刷 部 ６ 、 ６ が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 シ ル ク 印 刷 部 ６ 、 ６ は 厚 み が ラ ン ド ５ ａ 、 ５ ａ の 厚 み よ り 厚 く さ れ て お り 、 例 え ば 、 ３

０ μ ｍ ～ ５ ０ μ ｍ に さ れ て い る 。 シ ル ク 印 刷 部 ６ 、 ６ は そ れ ぞ れ ラ ン ド ５ ａ 、 ５ ａ の 内 側

の 近 傍 に 位 置 さ れ 、 ラ ン ド ５ ａ 、 ５ ａ の 長 手 方 向 に に 延 び る 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 シ ル

ク 印 刷 部 ６ 、 ６ の 幅 は 、 例 え ば 、 ０ ． ３ ｍ ｍ 程 度 に さ れ 、 長 さ が ラ ン ド ５ ａ 、 ５ ａ と 同 じ

か 稍 長 く 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 シ ル ク ス ク リ ー ン 印 刷 は 回 路 基 板 に 対 し て 、 例 え ば 、 製 造 者 の 略 号 、 部 品 番 号 、 部 品 名

、 ヒ ュ ー ズ の 定 格 の 表 示 、 回 路 の 境 界 の 表 示 等 を 目 的 と し て 製 造 工 程 の 一 つ と し て 行 わ れ

る 。 従 っ て 、 シ ル ク ス ク リ ー ン 印 刷 に よ る シ ル ク 印 刷 部 ６ 、 ６ の 形 成 も 、 こ れ ら の 表 示 等

を 目 的 と し た 同 じ 製 造 工 程 に お い て 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー ３ は 図 示 し な い 複 数 の 誘 電 体 層 と 図 示 し な い 複 数 の 内 部 電

極 と が 交 互 に 積 層 さ れ た 素 体 ７ の 両 端 部 に 内 部 電 極 が 接 続 さ れ た 一 対 の 外 部 電 極 ８ 、 ８ が

設 け ら れ て 成 る （ 図 １ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー ３ は 素 体 ７ の 外 部 電 極 ８ 、 ８ 側 の 端 部 が そ れ ぞ れ シ ル ク 印

刷 部 ６ 、 ６ に 載 置 さ れ た 状 態 に お い て 、 外 部 電 極 ８ 、 ８ が そ れ ぞ れ ラ ン ド ５ ａ 、 ５ ａ に 半

田 ９ 、 ９ に よ っ て 接 合 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 こ の よ う に 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー ３ が シ ル ク 印 刷 部 ６ 、 ６ に 載 置 さ れ た 状 態 で ラ

ン ド ５ ａ 、 ５ ａ に 接 合 さ れ る こ と に よ り 、 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー ３ の 素 体 ７ と 絶 縁

基 板 ４ の 間 に 一 定 の 隙 間 が 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー ３ に 電 圧 が 印 加 さ れ る と 、 電 圧 の 印 加 に 伴 う 電 歪 効 果 に よ

り 誘 電 体 に 機 械 的 な 歪 み が 発 生 し て 振 動 す る が 、 シ ル ク 印 刷 部 ６ 、 ６ に よ っ て 素 体 ７ と 絶

縁 基 板 ４ の 間 に 一 定 の 隙 間 が 形 成 さ れ て い る た め 、 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー ３ に 振 動

が 生 じ て も 素 体 ７ が 絶 縁 基 板 ４ （ 配 線 板 ２ ） に 接 触 し 難 い 状 態 に さ れ て い る 。 従 っ て 、 シ

ル ク 印 刷 部 ６ 、 ６ は 、 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー ３ に 電 圧 の 印 加 に 伴 う 電 歪 効 果 が 生 じ

た と き に 、 素 体 ７ と 配 線 板 ２ の 接 触 を 抑 制 す る 接 触 抑 制 部 と し て 機 能 し 、 接 触 抑 制 部 に よ

っ て 可 聴 域 の 音 が 出 力 さ れ る 鳴 き の 発 生 が 抑 制 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 ［ ま と め ］

　 以 上 に 記 載 し た 通 り 、 回 路 基 板 １ に あ っ て は 、 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー ３ に 電 圧 の

印 加 に 伴 う 電 歪 効 果 が 生 じ た と き に 素 体 ７ と 配 線 板 ２ の 接 触 を 抑 制 す る 接 触 抑 制 部 と し て

シ ル ク 印 刷 部 ６ 、 ６ が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 従 っ て 、 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー ３ の 加 工 や 構 造 の 変 更 を 必 要 と せ ず 積 層 セ ラ ミ ッ

ク コ ン デ ン サ ー ３ の 配 線 板 ２ に 対 す る 実 装 位 置 も 制 約 さ れ な い た め 、 製 造 コ ス ト の 高 騰 及

び 設 計 の 自 由 度 の 低 下 を 来 た す こ と な く 鳴 き の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 特 に 、 シ ル ク 印 刷 部 ６ 、 ６ を 設 け る た め の シ ル ク ス ク リ ー ン 印 刷 は 、 上 記 し た よ う に 、

回 路 基 板 １ に 対 す る 各 種 の 表 示 等 を 目 的 と し た 同 じ 製 造 工 程 に お い て 行 う こ と が で き 、 製

造 工 程 の 追 加 を 必 要 と せ ず 、 そ の 分 、 製 造 コ ス ト の 高 騰 や 製 造 時 間 の 増 大 を 来 た す こ と な

く 鳴 き の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 接 触 抑 制 部 と し て シ ル ク 印 刷 部 ６ 、 ６ を 設 け る 構 成 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 素 体 ７ と 絶

縁 基 板 ４ の 間 に 回 路 パ タ ー ン ５ の 一 部 ５ ｂ が 形 成 さ れ て い る 場 合 に 特 に 有 効 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】
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　 尚 、 上 記 に は 、 二 つ の シ ル ク 印 刷 部 ６ 、 ６ を 設 け た 例 を 示 し た が 、 シ ル ク 印 刷 部 ６ の 数

は 任 意 で あ り 、 例 え ば 、 ラ ン ド ５ ａ 、 ５ ａ の 中 央 部 に 一 つ の シ ル ク 印 刷 部 ６ が 設 け ら れ て

い て も よ く 、 ま た 、 ラ ン ド ５ ａ 、 ５ ａ の 中 央 部 に 三 つ 以 上 の シ ル ク 印 刷 部 ６ 、 ６ 、 ・ ・ ・

が 設 け ら れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 但 し 、 ラ ン ド ５ ａ 、 ５ ａ 間 に 二 つ の シ ル ク 印 刷 部 ６ 、 ６ が 設 け ら れ る こ と に よ り 、 積 層

セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー ３ を 配 線 板 ２ に 対 し て 安 定 し た 状 態 で 実 装 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 ［ 測 定 値 ］

　 以 下 に 、 シ ル ク 印 刷 部 ６ 、 ６ が 設 け ら れ た 回 路 基 板 １ と シ ル ク 印 刷 部 ６ 、 ６ が 設 け ら れ

て い な い 回 路 基 板 に つ い て 比 較 し た 測 定 値 に つ い て 説 明 す る （ 図 ３ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 図 ３ は 、 可 聴 範 囲 と さ れ る 周 波 数 領 域 に 対 す る 音 圧 レ ベ ル を 測 定 し た 値 を 示 し 、 実 線 は

シ ル ク 印 刷 部 ６ 、 ６ が 設 け ら れ た 回 路 基 板 １ に つ い て の 測 定 値 を 示 し 、 破 線 は シ ル ク 印 刷

部 ６ 、 ６ が 設 け ら れ て い な い 回 路 基 板 に つ い て の 測 定 値 を 示 す 。 横 軸 は 周 波 数 で あ り 、 縦

軸 は 音 圧 レ ベ ル で あ る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 図 ３ に 示 す よ う に 、 シ ル ク 印 刷 部 ６ 、 ６ が 設 け ら れ た 回 路 基 板 １ の 音 圧 レ ベ ル は シ ル ク

印 刷 部 ６ 、 ６ が 設 け ら れ て い な い 回 路 基 板 の 音 圧 レ ベ ル に 対 し て 低 下 さ れ て お り 、 特 に 、

２ Ｋ Ｈ ｚ 以 上 の 高 周 波 領 域 に お け る 音 圧 レ ベ ル が 低 下 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 こ の よ う に シ ル ク 印 刷 部 ６ 、 ６ が 設 け ら れ た 回 路 基 板 １ の 音 圧 レ ベ ル は シ ル ク 印 刷 部 ６

、 ６ が 設 け ら れ て い な い 回 路 基 板 の 音 圧 レ ベ ル に 対 し て 低 下 さ れ て お り 、 可 聴 域 の 音 が 出

力 さ れ る 鳴 き の 発 生 が 抑 制 さ れ て い る こ と が 実 証 さ れ た 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 ［ 変 形 例 ］

　 以 下 に 、 鳴 き の 発 生 を 抑 制 す る 回 路 基 板 の 各 変 形 例 に つ い て 説 明 す る （ 図 ４ 及 び 図 ５ 参

照 ） 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 第 １ の 変 形 例 に 係 る 回 路 基 板 １ Ａ は 、 例 え ば 、 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー ３ の 素 体 ７

と 絶 縁 基 板 ４ の 間 に 回 路 パ タ ー ン ５ の 一 部 （ 銅 箔 ） ５ ａ が 形 成 さ れ て い る 場 合 に 、 こ の 一

部 ５ ａ を エ ッ チ ン グ に よ っ て 除 去 す る こ と に よ り 離 隔 空 間 １ ０ を 形 成 し た 例 で あ る （ 図 ４

参 照 ） 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 回 路 基 板 １ Ａ の よ う に 離 隔 空 間 １ ０ が 形 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン

デ ン サ ー ３ に 振 動 が 生 じ て も 素 体 ７ が 絶 縁 基 板 ４ （ 配 線 板 ２ ） に 接 触 し 難 い 状 態 に さ れ て

い る 。 従 っ て 、 離 隔 空 間 １ ０ は 、 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー ３ に 電 圧 の 印 加 に 伴 う 電 歪

効 果 が 生 じ た と き に 、 素 体 ７ と 配 線 板 ２ の 接 触 を 抑 制 す る 接 触 抑 制 部 と し て 機 能 し 、 接 触

抑 制 部 に よ っ て 可 聴 域 の 音 が 出 力 さ れ る 鳴 き の 発 生 が 抑 制 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 こ の よ う に 素 体 ７ と 配 線 板 ２ の 接 触 を 抑 制 す る 接 触 抑 制 部 と し て 離 隔 空 間 １ ０ が 形 成 さ

れ て い る 場 合 に お い て も 、 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー ３ の 加 工 や 構 造 の 変 更 を 必 要 と せ

ず 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー ３ の 配 線 板 ２ に 対 す る 実 装 位 置 も 制 約 さ れ な い た め 、 製 造

コ ス ト の 高 騰 及 び 設 計 の 自 由 度 の 低 下 を 来 た す こ と な く 鳴 き の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き

る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 第 ２ の 変 形 例 に 係 る 回 路 基 板 １ Ｂ は 、 例 え ば 、 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー ３ の 素 体 ７

と 絶 縁 基 板 ４ の 間 に 回 路 パ タ ー ン ５ の 一 部 （ 銅 箔 ） ５ ａ が 形 成 さ れ て い る 場 合 に 、 こ の 一

部 ５ ａ を エ ッ チ ン グ に よ っ て 除 去 す る こ と に よ り 離 隔 空 間 １ １ を 形 成 し 、 加 え て 、 シ ル ク

印 刷 部 ６ 、 ６ を 設 け た 例 で あ る （ 図 ５ 参 照 ） 。

10

20

30

40

50



(8) JP  2013-122939  A   2013.6.20

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 回 路 基 板 １ Ｂ の よ う に 離 隔 空 間 １ １ が 形 成 さ れ 、 加 え て 、 シ ル ク 印 刷 部 ６ 、 ６ が 設 け ら

れ て い る こ と に よ り 、 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー ３ に 振 動 が 生 じ て も 素 体 ７ が 絶 縁 基 板

４ （ 配 線 板 ２ ） に 接 触 し 難 い 状 態 に さ れ て い る 。 従 っ て 、 離 隔 空 間 １ １ 及 び シ ル ク 印 刷 部

６ 、 ６ は 、 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー ３ に 電 圧 の 印 加 に 伴 う 電 歪 効 果 が 生 じ た と き に 、

素 体 ７ と 配 線 板 ２ の 接 触 を 抑 制 す る 接 触 抑 制 部 と し て 機 能 し 、 接 触 抑 制 部 に よ っ て 可 聴 域

の 音 が 出 力 さ れ る 鳴 き の 発 生 が 抑 制 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 こ の よ う に 素 体 ７ と 配 線 板 ２ の 接 触 を 抑 制 す る 接 触 抑 制 部 と し て 離 隔 空 間 １ １ 及 び シ ル

ク 印 刷 部 ６ 、 ６ が 形 成 さ れ て い る 場 合 に お い て も 、 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー ３ の 加 工

や 構 造 の 変 更 を 必 要 と せ ず 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー ３ の 配 線 板 ２ に 対 す る 実 装 位 置 も

制 約 さ れ な い た め 、 製 造 コ ス ト の 高 騰 及 び 設 計 の 自 由 度 の 低 下 を 来 た す こ と な く 鳴 き の 発

生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 特 に 、 第 １ の 変 形 例 及 び 第 ２ の 変 形 例 に 係 る 回 路 基 板 １ Ａ 、 １ Ｂ に お け る エ ッ チ ン グ に

よ る 銅 箔 の 除 去 は 、 回 路 基 板 １ Ａ 、 １ Ｂ の 製 造 時 に お け る エ ッ チ ン グ 工 程 と 同 じ 製 造 工 程

に お い て 行 う こ と が で き 、 製 造 工 程 の 追 加 を 必 要 と せ ず 、 そ の 分 、 製 造 コ ス ト の 高 騰 や 製

造 時 間 の 増 大 を 来 た す こ と な く 鳴 き の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 ［ 本 技 術 ］

　 本 技 術 は 、 以 下 の よ う な 構 成 と す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 （ １ ） 複 数 の 誘 電 体 層 と 複 数 の 内 部 電 極 と が 交 互 に 積 層 さ れ た 素 体 の 両 端 部 に 前 記 内 部

電 極 が 接 続 さ れ た 一 対 の 外 部 電 極 が 設 け ら れ た 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー と 、 絶 縁 基 板

と 前 記 絶 縁 基 板 上 に 銅 箔 に よ っ て 形 成 さ れ 前 記 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー の 一 対 の 外 部

電 極 が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 一 対 の ラ ン ド と を 有 す る 配 線 板 と を 備 え 、 前 記 配 線 板 に お け る

前 記 一 対 の ラ ン ド 間 に 前 記 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー の 素 体 と 前 記 配 線 板 の 接 触 を 抑 制

す る 接 触 抑 制 部 を 設 け た 回 路 基 板 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 （ ２ ） 前 記 接 触 抑 制 部 と し て 、 前 記 絶 縁 基 板 上 に シ ル ク 印 刷 部 を 設 け た 前 記 （ １ ） に 記

載 の 回 路 基 板 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 （ ３ ） 前 記 シ ル ク 印 刷 部 を 前 記 一 対 の ラ ン ド の 並 び 方 向 に 離 隔 し て 二 つ 設 け た 前 記 （ ２

） に 記 載 の 回 路 基 板 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 （ ４ ） 前 記 接 触 抑 制 部 と し て 、 前 記 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー の 素 体 と 前 記 絶 縁 基 板

の 間 の 前 記 銅 箔 を エ ッ チ ン グ に よ っ て 除 去 す る こ と に よ り 離 隔 空 間 を 形 成 し た 前 記 （ １ ）

か ら 前 記 （ ３ ） の 何 れ か に 記 載 の 回 路 基 板 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 （ ５ ） 前 記 接 触 抑 制 部 と し て 、 前 記 絶 縁 基 板 上 に 設 け た シ ル ク 印 刷 部 と 、 前 記 積 層 セ ラ

ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー の 素 体 と 前 記 絶 縁 基 板 の 間 の 前 記 銅 箔 を エ ッ チ ン グ に よ っ て 除 去 す る

こ と に よ り 離 隔 空 間 と を 形 成 し た 前 記 （ １ ） か ら 前 記 （ ４ ） の 何 れ か に 記 載 の 回 路 基 板 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 上 記 し た 技 術 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に お い て 示 し た 各 部 の 具 体 的 な 形 状 及 び 構 造

は 、 何 れ も 本 技 術 を 実 施 す る 際 の 具 体 化 の ほ ん の 一 例 を 示 し た も の に す ぎ ず 、 こ れ ら に よ

っ て 本 技 術 の 技 術 的 範 囲 が 限 定 的 に 解 釈 さ れ る こ と が あ っ て は な ら な い も の で あ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ７ ４ 】

【 図 １ 】 図 ２ 乃 至 図 ５ と 共 に 本 技 術 回 路 基 板 の 最 良 の 形 態 を 示 す も の で あ り 、 本 図 は 、 一

部 を 断 面 に し て 示 す 拡 大 側 面 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 配 線 板 の 拡 大 平 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 音 圧 レ ベ ル の 測 定 値 を 示 す グ ラ フ 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 第 １ の 変 形 例 を 一 部 を 断 面 に し て 示 す 拡 大 側 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 第 ２ の 変 形 例 を 一 部 を 断 面 に し て 示 す 拡 大 側 面 図 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 １ … 回 路 基 板 、 ２ … 配 線 板 、 ３ … 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ ー 、 ４ … 絶 縁 基 板 、 ５ ａ …

ラ ン ド 、 ６ … シ ル ク 印 刷 部 、 ７ … 素 体 、 ８ … 外 部 電 極 、 １ Ａ … 回 路 基 板 、 １ Ｂ … 回 路 基 板

、 １ ０ … 離 隔 空 間 、 １ １ … 離 隔 空 間

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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